仕様書
１件名　　　京都市東北部クリーンセンターただし、市民持込みプラットフォーム照明修繕
２履行場所　京都市左京区静市市原町1339番地東北部クリーンセンター内
３履行期間　契約締結日から令和９年３月３１日まで
４修繕内容　既設の水銀灯器具を経年劣化および省エネ対策のため、高効率な高天井用LED照明器具へ交換し、安全性と照明環境の向上を図る。
１. 施工対象
· 既設器具：高天井用水銀灯器具（安定器一体型）　数量：11台
· 新設器具：三菱電機製 高天井用ベースライト GTシリーズ（一般形）
· 型番：EL-GT30230N/W AHTN（クラス3000、水銀ランプ700形器具相当、昼白色、広角配光）
· 仕様：電源一体型、段調光機能付（※本工事では調光なし・100%点灯として使用）
· 数量：11台（市支給）
· 取り換えに必要な部材（固定金具やボルト等）
２. 施工条件および準備
· 高所作業：現場高さ約10.5mの高天井作業となるため、適切な作業床高さを有する高所作業車（有資格者による運転・操作）を使用して施工すること。（余裕をもって22m高所作業車以上が望ましい）
· 安全対策：
· 高所作業車の作業半径内および下部エリアは立入禁止措置（カラーコーンやトラロープの設置）を講じること。
· 作業員は、ヘルメットおよびフルハーネス型墜落制止用器具（安全帯）を完全に着用し、D環への確実なフック掛けを徹底すること。
· 高所作業車は、事前の車両自主点検および設置場所の路盤確認（床面養生板の敷設要否）を行うこと。
· 停電調整：作業対象エリアの照明回路（計11台分）を必ずブレーカーにて遮断し、低圧検電器による無電圧確認を行った後に作業を開始すること。
3. 施工手順（作業仕様）
① 既設器具の撤去
1. 器具の取り外し：高所作業車にて約10.5mの天井へアプローチし、既設の水銀灯器具本体および一体型安定器を安全に取り外す。
2. 落下防止の徹底：高所からのボルト・ビス、器具本体の落下を防ぐため、作業床内での受け渡しを確実に行い、工具には脱落防止紐を着用すること。
② 配線替え工事（調光なし・直結仕様）
1. 安定器のバイパス：既設の水銀灯安定器は使用しない。新設のLED器具（EL-GT30230N/W AHTN）はAC100V〜242V直結対応であるため、一次側電源線を新設LED器具の電源線へ直接結線（直結工事）すること。
2. 調光信号線の処理：本工事は調光なし（100%点灯）のため、器具側の調光信号線は使用しない。誤配線や短絡を防ぐため、器具側の調光信号線（2本）の端末は、圧着端子や絶縁テープ等でそれぞれ個別に確実に絶縁処理を施すこと。
3. 不要配線の処理：その他、使用しない既存の不要配線がある場合は、適切に切断し、確実に端末絶縁処理を行うこと。
③ 新設器具の取り付け
1. 支持部の確認：器具を取り付ける天井の支持ボルト・チェーン等の強度・腐食状態に問題がないか目視および打音点検する。
2. 器具の固定：新設LED器具を規定のトルクで確実に構造体へ固定し、緩みがないことを確認する。
3. 落下防止ワイヤの取付：万が一の地震等による脱落に備え、器具付属の落下防止ワイヤを天井構造体（梁など）に確実に緊結すること。
④ 結線および確認
1. 電源結線：器具の電源線と給電線を差込形コネクタまたは圧着端子にて確実に接続し、必要に応じて絶縁テープ等で保護する。
2. 絶縁抵抗測定：通電前に、当該回路の回路間および対地間の絶縁抵抗値をメガーにて測定し、電気設備技術基準（0.2MΩ以上等）に適合していることを確認・記録する。
4. 試験・検査および引き渡し
1. 点灯試験：ブレーカーを投入し、全11台が正常に点灯すること、ちらつき、異常発熱、異音がないことを確認する。
2. 照射角の調整：床面の照度バランスを確認し、必要に応じて器具の角度を微調整する。
3. 片付け・清掃：撤去した11台分の水銀灯器具（水銀含有廃棄物）および安定器は、法令（水銀に関する水俣条約・廃棄物処理法）に基づき、適正に分別・産業廃棄物として処分し、マニフェスト伝票を提出すること。
5. 提出書類
· 施工前・施工中・施工後の写真（10.5m高所での作業状況、直結結線部、信号線端末処理部、ワイヤ取付部を含む）
· 絶縁抵抗測定結果表（計11台分または系統ごと）
· 産業廃棄物処理マニフェスト（写し）

5 支払条件 
· 業務完了後、履行場所において適切に業務が履行されていることを確認のうえ、本業務に係る経費を支払う。 
6 特記事項 
·  作業に要する材料費、労務費、車両運転費、仮設資材、機械工具類の賃料・損料、消耗品費及び諸経費等の全ての費用は、本業務に含む。 業務に伴い発生した廃棄物は適正に処理するものとし、運搬費及び処分費は本業務に含む。 
·  作業実施者の安全管理は、受注者の責任において行うこと。 
·  作業時間9：00～17：00市民持込のない日とする。（第1.3.5 土曜日・各週日曜日）
·  問題が生じた場合は、速やかに本市担当職員に連絡すること。
· 事故等により第三者や他の工作物に損害を与えた場合は、受注者の責任において対応すること。
· 見積作成にあたり現地下見を行う場合は、前日の17時までに連絡をすること。
· ※見積金額10万円以下の場合はFAXでの提出を可とします。
· ※見積書等の宛先は「京都市長」としてください。
· ※金額には，税抜・税込等を明記してください。
· ※見積書の提出期限は「見積書提出締切日」の１７時００分とします。
· 修繕のため現地確認は必ずお願いいたします。（ブレーカーの位置や交換箇所の確認のため）
· 見積作成のため現地確認を行う場合は前日の17時00分までに担当職員に連絡すること
· 契約させていただくことになった業者様のみ連絡しますので,ご了承下さい。
· 連絡後速やかに見積書の原本の提出をお願いします。
· なお，納期については応相談とします。
· ※不明な点がございましたら,担当者までお問い合わせ願います。
· 〒601-1123
· 京都市左京区静市市原町1339
· 京都市環境政策局東北部クリーンセンター破砕機係（担当：里崎）
·   TEL 075-741-1003  FAX 075-741-1033
　
